
2027年⽤パワーマックス 
情報Ⅰおすすめ問題

2026年度本試験の第2問B（画像の透過処理）は、真理値表などの情報の読み取りに時間を要する出題で、
得点率も全体的に低迷しました。その中でも、 指定された処理を⾏う演算を選ぶ問題の得点率が最も低
く、約30.19%に留まりました。このような問題に正解して⾼得点を取るには、 未知の資料や⼿順を素早
く読み解き、理解する⼒が必要です。

『パワーマックス』では、様々な資料や⼿順を与え、その内容について深く考察する問題も取り⼊れてい
ます。例えば第4回では「A*アルゴリズム」を題材に、⼿順変更の影響を問う問題を出題しています。変更
後の⼿順に対して⼀から考え直すのではなく、「⼿順を変更しても、変わらない特徴は何か」に着⽬する
と考察しやすくなる問題です。こうした演習の積み重ねが、本番での⾼得点に直結します。
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（中略）

演算のルールについて説明した後･･･

正答率：30.19％ 演算の違いに注意して、目的にあった演算を考察。
それぞれの演算によってどのような挙動になるかを
正確に把握する必要がある。

手順の違いに注意して、一部を変えた場合を考察。
与えられた手順を理解し、変わらない特徴は何か
を見極める必要がある。

手順を示して考察をした後･･･


